
　当第2四半期連結累計期間（上期）の業績は、新型コロナ
ウイルスの感染拡大による全世界的な経済の低迷の影響
を受けました。
　日本では、半導体関連業界向けなどのシステム関連製品
が伸長しましたが、自動車関連業界や工作機械・ロボット
業界における需要が大幅に減少したことから、主力の
スイッチ事業およびオートメーション事業／センシング
事業を中心に売上が減少しました。
　海外においては、中国では需要が急速に回復したもの
の、米州やEMEAで新型コロナウイルスの感染拡大による
経済の低迷の影響がより深刻な状況となったことから、
売上が減少しました。この結果、売上高は253億8千7百万円
（前年同期比14.8％減）となりました。
　営業利益は、主に売上高が減少したことにより、16億
2千6百万円（前年同期比35.4％減）となり、四半期純利益は
10億9千万円（前年同期比41.1％減）となりました。
　なお中間配当金は、1株当たり25円としております。
　世界経済は先行き不透明な状況が続いておりますが、
通期計画の達成に向けて全社一丸となって取り組んで
まいりますので、より一層のご支援とご協力を賜りますよう、
心よりお願い申しあげます。

代表取締役会長兼社長
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株主の皆さまへ

IDEC株式会社
第74期  株主通信
第2四半期連結累計期間（2020年4月1日～2020年9月30日）

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号 
TEL: 06-6398-2500（代表） http://jp.idec.com

ユニバーサルデザイン（UD）の
考え方に基づき、より多くの人に
見やすく読みまちがえにくいデザ
インの文字を採用しています。

証券コード 6652

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
配当金受領株主確定日 期末配当金 3月31日　中間配当金 9月30日
株主名簿管理人事務取扱場所 三井住友信託銀行株式会社証券代行部 
お問い合わせ先 　　0120-782-031（受付時間 9:00～17:00 土日祝日を除く）
公告の方法   電子公告により行います。
 http://jp.idec.com/ja/aboutIDEC/ir/stockholder_info
 ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを得ない事由が生じた場合は、 日本経済新聞に掲載します。
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押ボタンスイッチ・表示灯がグッドデザイン賞を受賞しました。
　2020年1月に発売を開始したPush-in接続方式のHWシリーズ・CW
シリーズ押ボタンスイッチ・表示灯が、公益財団法人日本デザイン振興会が
運営する「2020年度グッドデザイン賞」を受賞しました。
　誰でも簡単に取り付けが可能で、省工数・省スペースを実現できる製品です。
そのため、配線作業の効率化という作業者目線での課題に着目した点が評価
されました。

IDECグループのCSR

APEM社では障がいを持つ子どもたちへの支援活動を推進しています。
　フランスに本社があるグループ会社のAPEM社は、知的障害のある子ども
たちにラグビーを教える団体「Ovalie-Espoir」のスポンサーとなっています。
障がいを持つ子どものいる家庭は地域の中で孤立してしまうこともあるため、
Ovalie-Espoirではラグビーを子どもたちに教えることで、地域の人々と
関わり、ボランティアの協力を得ながら自分自身を表現できるようになることを
支援しています。APEM社では、ロゴ付きTシャツの提供や、社員のボランティア
参加といった支援活動を行っています。

IDECグループは、持続可能な社会の実現に向けて企業の社会的責任を果たすため、環境（E）、社会（S）、ガバナンス（G）そして、
当社の強みである安全（Sa）と品質（Q）を重点分野と定めCSR活動を推進しています。

「HWシリーズパイロットライト」がサステナブル・セレクションの一ツ星に認定されました。
　サステナブル・セレクションは、株式会社オルタナと一般社団法人CSR経営者フォーラムが
公募し、オルタナ編集部が定めた基準をもとに「サステナブル・エシカル」であるかが審査され、
合格した製品／サービス／ブランドです。
　今回サステナブル・セレクションの一ツ星に認定された「HWシリーズ パイロットライト」は、
新開発したLED球によるCO2の削減や、大幅な省資源化を実現した点などが評価されました。

an IDEC company

●株主さまの住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関(証券会社等)にお問い合わせください。

環 境 社 会 ガバナンス 安 全 品 質

財務ハイライト

使用許諾番号 No.00154

この製品の印刷における電気
の100%は、グリーン電力で
賄われています。
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円グラフのサイズ
35×35mm

円グラフのサイズ
20×20mm

　中国での需要が急速に回復したことから、アジア・パシフィックの売上は好調に
推移しましたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、日本を含む
各地域において、スイッチ事業やオートメーション事業／センシング事業を
中心に総じて売上が減少しました。

製品別売上

生産現場を支えるIDECの新製品！

特　集
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アジア・パシフィックアジア・パシフィック

23％
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日本日本

45％
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　2020年9月に、φ22スマートRFIDリーダ「KW2D形」を
グローバルで新発売しました。
　近年、生産現場では熟練工の減少や、労働者のダイバー
シティ化が進んでいることから、工作機械やロボットといった
各種機械設備を操作する際に、個人認証による操作制限や、
履歴を残すといったトレーサビリティの要求が増えていま
す。

　従来は機械設備を操作する際に、鍵セレクタスイッチやパスワードでの運用が行わ
れていましたが、鍵の管理やパスワードの流用など、セキリュティ性を保てないことが
課題となっていました。
　今回発売した「KW2D形」は、既存パネルにも取り付けやすいコンパクトサイズで
あることから、φ22mmの穴があればそのまま取り付けることができるため、新製品や
新しい設備だけでなく、既存装置や設備にも利用できます。社員証などのICカードや、
鍵の代わりとして欧州で広く普及しているKEYFOBタグの読み取りが可能で、さまざま
な機械設備の権限管理や、生産現場における履歴管理を実現します。

機械設備の権限管理・生産現場の履歴管理に最適な
スマートRFID※リーダ「KW2D形」

インダストリアル
コンポーネンツ事業
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オートメーション事業／
センシング事業

14％

安全・防爆事業

12％

システム事業

6％
その他

2％

25,387
百万円

製品別売上高

売上高　4,103百万円
前年同期比　△28.0％

売上高　11,499百万円
前年同期比　△17.2％

売上高　3,897百万円
前年同期比　△17.6％

売上高　5,887百万円
前年同期比　 　＋7.3％

仕向地別売上

業績ハイライト

前年同期比

△17.2％
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11,834百万円

前年同期比売上高

前年同期比

＋00.0％
売上高

前年同期比売上高

前年同期比売上高

前年同期比売上高

スイッチ事業
制御用操作スイッチ／ジョイスティック／表示灯など

インダストリアルコンポーネンツ事業
制御用リレー／端子台／スイッチング電源など

オートメーション事業／センシング事業
プログラマブルコントローラ／プログラマブル表示器／
自動認識機器など

安全・防爆事業
安全関連機器／防爆関連機器など

システム事業
セキュリティシステム／各種システムなど

その他
協調安全ロボットシステム事業／
環境・エネルギー関連事業など

スイッチ事業

47％

スマートRFIDリーダ「KW2D形」

カードタグ

KEYFOBタグ

　RFIDリーダを機械の操作パネルに取り付け、作業者のICカードを登録
します。
　機械操作時にICカードをかざすと、権限のある作業者だけが操作できる
ため、担当者以外の不用意な操作・設定変更を防止し、不良品の流出や
機械の故障を低減します。

機械・装置の権限管理活用シーン1

　社員証などのICカードに名前情報を紐づけ、読み取りと同時に名前
情報をデータ通信することができます。
　それにより、入退室の履歴を残すことができるだけでなく、生産現場で
の居残り確認や閉じ込めを防止することで、労働災害を低減します。

現場での入退室管理活用シーン2

4,783百万円

3,604百万円

3,086百万円

1,525百万円

553百万円

△9.7％

△21.7％

△6.6％

＋17.1％

△44.7％

※RFIDとは、誘導電磁界や電波によって非接触でデータを読み書きするものの総称です。
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4,783百万円

3,604百万円

3,086百万円

1,525百万円

553百万円

△9.7％

△21.7％

△6.6％

＋17.1％

△44.7％

※RFIDとは、誘導電磁界や電波によって非接触でデータを読み書きするものの総称です。
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円グラフのサイズ
35×35mm

円グラフのサイズ
20×20mm

　中国での需要が急速に回復したことから、アジア・パシフィックの売上は好調に
推移しましたが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、日本を含む
各地域において、スイッチ事業やオートメーション事業／センシング事業を
中心に総じて売上が減少しました。

製品別売上

生産現場を支えるIDECの新製品！

特　集

16％
売上高構成比

16％
売上高構成比

米州米州

EMEA（欧州、中東、アフリカ）EMEA（欧州、中東、アフリカ）

アジア・パシフィックアジア・パシフィック

23％
売上高構成比

日本日本

45％
売上高構成比

　2020年9月に、φ22スマートRFIDリーダ「KW2D形」を
グローバルで新発売しました。
　近年、生産現場では熟練工の減少や、労働者のダイバー
シティ化が進んでいることから、工作機械やロボットといった
各種機械設備を操作する際に、個人認証による操作制限や、
履歴を残すといったトレーサビリティの要求が増えていま
す。

　従来は機械設備を操作する際に、鍵セレクタスイッチやパスワードでの運用が行わ
れていましたが、鍵の管理やパスワードの流用など、セキリュティ性を保てないことが
課題となっていました。
　今回発売した「KW2D形」は、既存パネルにも取り付けやすいコンパクトサイズで
あることから、φ22mmの穴があればそのまま取り付けることができるため、新製品や
新しい設備だけでなく、既存装置や設備にも利用できます。社員証などのICカードや、
鍵の代わりとして欧州で広く普及しているKEYFOBタグの読み取りが可能で、さまざま
な機械設備の権限管理や、生産現場における履歴管理を実現します。

機械設備の権限管理・生産現場の履歴管理に最適な
スマートRFID※リーダ「KW2D形」

インダストリアル
コンポーネンツ事業

19％

オートメーション事業／
センシング事業

14％

安全・防爆事業

12％

システム事業

6％
その他

2％

25,387
百万円

製品別売上高

売上高　4,103百万円
前年同期比　△28.0％

売上高　11,499百万円
前年同期比　△17.2％

売上高　3,897百万円
前年同期比　△17.6％

売上高　5,887百万円
前年同期比　 　＋7.3％

仕向地別売上

業績ハイライト

前年同期比

△17.2％
売上高

11,834百万円

前年同期比売上高

前年同期比

＋00.0％
売上高

前年同期比売上高

前年同期比売上高

前年同期比売上高

スイッチ事業
制御用操作スイッチ／ジョイスティック／表示灯など

インダストリアルコンポーネンツ事業
制御用リレー／端子台／スイッチング電源など

オートメーション事業／センシング事業
プログラマブルコントローラ／プログラマブル表示器／
自動認識機器など

安全・防爆事業
安全関連機器／防爆関連機器など

システム事業
セキュリティシステム／各種システムなど

その他
協調安全ロボットシステム事業／
環境・エネルギー関連事業など

スイッチ事業

47％

スマートRFIDリーダ「KW2D形」

カードタグ

KEYFOBタグ

　RFIDリーダを機械の操作パネルに取り付け、作業者のICカードを登録
します。
　機械操作時にICカードをかざすと、権限のある作業者だけが操作できる
ため、担当者以外の不用意な操作・設定変更を防止し、不良品の流出や
機械の故障を低減します。

機械・装置の権限管理活用シーン1

　社員証などのICカードに名前情報を紐づけ、読み取りと同時に名前
情報をデータ通信することができます。
　それにより、入退室の履歴を残すことができるだけでなく、生産現場で
の居残り確認や閉じ込めを防止することで、労働災害を低減します。

現場での入退室管理活用シーン2

4,783百万円

3,604百万円

3,086百万円

1,525百万円

553百万円

△9.7％

△21.7％

△6.6％

＋17.1％

△44.7％

※RFIDとは、誘導電磁界や電波によって非接触でデータを読み書きするものの総称です。



　当第2四半期連結累計期間（上期）の業績は、新型コロナ
ウイルスの感染拡大による全世界的な経済の低迷の影響
を受けました。
　日本では、半導体関連業界向けなどのシステム関連製品
が伸長しましたが、自動車関連業界や工作機械・ロボット
業界における需要が大幅に減少したことから、主力の
スイッチ事業およびオートメーション事業／センシング
事業を中心に売上が減少しました。
　海外においては、中国では需要が急速に回復したもの
の、米州やEMEAで新型コロナウイルスの感染拡大による
経済の低迷の影響がより深刻な状況となったことから、
売上が減少しました。この結果、売上高は253億8千7百万円
（前年同期比14.8％減）となりました。
　営業利益は、主に売上高が減少したことにより、16億
2千6百万円（前年同期比35.4％減）となり、四半期純利益は
10億9千万円（前年同期比41.1％減）となりました。
　なお中間配当金は、1株当たり25円としております。
　世界経済は先行き不透明な状況が続いておりますが、
通期計画の達成に向けて全社一丸となって取り組んで
まいりますので、より一層のご支援とご協力を賜りますよう、
心よりお願い申しあげます。

代表取締役会長兼社長

Top Message
株主の皆さまへ

IDEC株式会社
第74期  株主通信
第2四半期連結累計期間（2020年4月1日～2020年9月30日）

〒532-0004 大阪市淀川区西宮原2丁目6番64号 
TEL: 06-6398-2500（代表） http://jp.idec.com

ユニバーサルデザイン（UD）の
考え方に基づき、より多くの人に
見やすく読みまちがえにくいデザ
インの文字を採用しています。

証券コード 6652

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日までの1年
配当金受領株主確定日 期末配当金 3月31日　中間配当金 9月30日
株主名簿管理人事務取扱場所 三井住友信託銀行株式会社証券代行部 
お問い合わせ先 　　0120-782-031（受付時間 9:00～17:00 土日祝日を除く）
公告の方法   電子公告により行います。
 http://jp.idec.com/ja/aboutIDEC/ir/stockholder_info
 ただし、電子公告によることができない事故その他のやむを得ない事由が生じた場合は、 日本経済新聞に掲載します。

株主メモ

25,387百万円売 上 高

営業利益 1,626百万円

四半期利益※ 1,090百万円

上期 通期

上期 通期

上期 通期

トピックス

※親会社株主に帰属する四半期純利益

2020/3

58,355

2021/3

50,000
（予想）

29,802 25,387

2020/3

4,704

2021/3

2,500
（予想）

2,516
1,626

2020/3

3,006

2021/3

1,600
（予想）

1,849
1,090

前年同期比

△14.8％

前年同期比

△35.4％

前年同期比

△41.1％

１株当たり
中間配当金 25円

中間 期末

2020/3

50円

2021/3

50円
（予想）

25

25

25

前年同期比

̶ 
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押ボタンスイッチ・表示灯がグッドデザイン賞を受賞しました。
　2020年1月に発売を開始したPush-in接続方式のHWシリーズ・CW
シリーズ押ボタンスイッチ・表示灯が、公益財団法人日本デザイン振興会が
運営する「2020年度グッドデザイン賞」を受賞しました。
　誰でも簡単に取り付けが可能で、省工数・省スペースを実現できる製品です。
そのため、配線作業の効率化という作業者目線での課題に着目した点が評価
されました。

IDECグループのCSR

APEM社では障がいを持つ子どもたちへの支援活動を推進しています。
　フランスに本社があるグループ会社のAPEM社は、知的障害のある子ども
たちにラグビーを教える団体「Ovalie-Espoir」のスポンサーとなっています。
障がいを持つ子どものいる家庭は地域の中で孤立してしまうこともあるため、
Ovalie-Espoirではラグビーを子どもたちに教えることで、地域の人々と
関わり、ボランティアの協力を得ながら自分自身を表現できるようになることを
支援しています。APEM社では、ロゴ付きTシャツの提供や、社員のボランティア
参加といった支援活動を行っています。

IDECグループは、持続可能な社会の実現に向けて企業の社会的責任を果たすため、環境（E）、社会（S）、ガバナンス（G）そして、
当社の強みである安全（Sa）と品質（Q）を重点分野と定めCSR活動を推進しています。

「HWシリーズパイロットライト」がサステナブル・セレクションの一ツ星に認定されました。
　サステナブル・セレクションは、株式会社オルタナと一般社団法人CSR経営者フォーラムが
公募し、オルタナ編集部が定めた基準をもとに「サステナブル・エシカル」であるかが審査され、
合格した製品／サービス／ブランドです。
　今回サステナブル・セレクションの一ツ星に認定された「HWシリーズ パイロットライト」は、
新開発したLED球によるCO2の削減や、大幅な省資源化を実現した点などが評価されました。

an IDEC company

●株主さまの住所変更、買取・買増請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関(証券会社等)にお問い合わせください。

環 境 社 会 ガバナンス 安 全 品 質

財務ハイライト

使用許諾番号 No.00154

この製品の印刷における電気
の100%は、グリーン電力で
賄われています。


